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　中期経営計画「SMART 2030」に

おいて、電子・情報事業部は「デジタ

ル社会への貢献」をスローガンに、売

上高400億円 /営業利益50億円とい

う目標達成をめざします。

　当事業部が担う事業領域はかなり

多岐にわたりますが、大きくは、電子材

料、ディスプレイ、半導体の3領域。収

益の大きな基盤となっているのは情報

通信分野で使われる電子材料で、とく

に、低誘電材料などハイエンド製品向

け部材が大きく売り上げを伸ばしてい

ます。この基盤の維持安定化と開発領

域の拡大を図るため、既存材料に加え

て、次世代、次々世代の高速通信にも

対応できる新規材料の開発にも注力。

5カ年計画の後半には新たな設備の立

ち上げを計画しています。

　ディスプレイ材料については成熟し

てきている分野であり、既存製品の改

良を含めて、できる限り付加価値の高

い製品開発を進めています。開発が実

りつつあるイオン液体やナノ分散など

についても、製品化を本格的に推進。

社会課題や技術トレンドに沿ったディ

スプレイおよび関連技術向け先端材

料を市場に展開できるよう、開発ギア

を一段上げて、高付加価値製品の開

発強化とラインアップ拡大を図ってい

るところです。

　半導体関連では、本格参入というに

はまだ入り込みが弱い側面があるた

め、製品・技術の掘り起こしが急務で

す。第一工業製薬には多様な技術があ

ります。それらを生かして、この分野で

どんなことができるのか。ベストな選

択を検討・模索しながら電子材料、ディ

スプレイに続く新たな柱として、高収

益事業へと育てます。

　2030年3月期にめざす目標値は達成

可能であると考えています。課題を挙げ

るとすれば、変化の早さに対応できるス

ピード感、そして海外マーケットへの展

開です。

　電子・情報という事業分野は、変化の

スピードが速い領域ばかりです。サイク

ルが非常に短い。とにかく新しいものを

出していかないとコモディティ化して、価

格競争に陥ってしまいます。昨日の情報

が明日には変化するような激しい環境

においては、迅速かつ的確に対応でき

るスピード感の醸成が喫緊の課題です。

また海外中心のマーケットでは、さらな

るスピード化が不可欠。スピードアップ

の課題に対しては、営・研一体となった

取り組みが効果を上げ始めています。

営業がつかんできた情報を研究が受け

て開発につなげる。そうした従来のよう

な動き方ではなく、営業スタッフと研究

員がお客さまへ同行することで時間の

ロスを軽減できます。さらに研究員がお

客さまと直接、技術的な対話をすること

でニーズの深掘りも可能です。それは、

海外のお客さま対応でも同じ。今では

積極的に海外出張を希望する研究員が

増えてきており、うれしい限りです。

　日々変化するニーズやトレンドを見据

え対応し、拡大展開につなげるためには、

設備、技術を含めた評価体制の確立も

重要です。評価技術を磨きながら、変

化するマーケットにどのように対峙して

いくか。その答えは、蓄積された技術の

活用と、そこから生まれるユニ・トップと

いう付加価値にあるはずです。5年後の

着地点に向けて、第一工業製薬ならでは

の独自性を最大限に生かし、国内外の

マーケットにチャレンジしていきます。執行役員 事業本部 電子・情報事業部長

2030年へ向かう電子・情報事業部の戦略と課題とは？

Q UESTION A NSWER

営・研一体の取り組みで海外展開とスピード化を促進！

電子材料、ディスプレイ、
半導体の3領域

キーワードは
ユニ・トップとチャレンジ

自動化・AI・高速通信など
確実な市場拡大と大きな技術トレンドに対応できる
次世代型の設備投資も考え中です！

大湾  二郎

光硬化樹脂材料増産

難燃剤増産

収益基盤の維持安定化と
開発領域の拡大 新設備立ち上げ

新規低誘電材料検討
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難燃剤海外向け開発

低誘電材料拡大 放熱材開発

イオン液体
PFAS規制対応

高付加価値製品の拡充
・ 光学フィルムプライマー
・ 離型コーティング

・ 表面処理剤薬剤市場の開発
・ パワー半導体市場の開発

・ 高熱伝導材料

社会課題・技術トレンドに沿った
開発領域の拡大

CN対応製品として拡大ナノ分散
超高屈折用途展開

光学フィルム用途の新分野開発

半導体市場参入検討

新たな高収益事業の確立

特殊封止材分野参入

有機アルカリ拡販 ・ 装置メーカー等との協業開始
・ 特殊ポリイミド

・ パワー半導体向け/CN対応
関連製品上市
・ 洗浄剤
・ ウレタンパッド

提携パートナー発掘/探索
・ ウエハー評価/表面加工
評価装置導入

・ パワー半導体向け/エポキシ樹脂代替など
ポリイミド樹脂の用途開発
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SMART 2030

電子・情報 戦略ロードマップ

項目 方針

ユニ・トップ 規模を追わず独自性でトップになる

サステナビリティ 環境・社会・ガバナンスに配慮し、
持続可能な成長を促す

チャレンジ 協働力と柔軟性を持ち、技術革新と環境対応に挑む

山頂＝独自性でトップ
ユニ・トップ

チャレンジ
矢印＝挑戦

サステナビリティ
緑の葉＝持続可能性
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